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第３学年 総合的な学習の時間学習指導案 

指導者  稲福  雅子 

梶川  弥加 

 

１．単元名 「じまん発見！大くらたんけん隊～ここがすごいよ、わたしたちのまち～」  

 

２．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 本学級の児童は，第１学年の生活科「学校のまわりの

探検をしよう」や第２学年の「とびだせ！大くらたんけ

んたい」等の学習において，地域の様々な人や場所，自

然とかかわる体験を通して，「大蔵川がきれい」「自然が

いっぱい」など，大蔵のまちに対してプラスのイメージ

を抱く児童が多数である。 

また，第３学年の「学校のまわりの探検」では，校

区の様子を絵地図に表すことで，山に囲まれ，自然豊

かな大蔵のまちの土地や建物の様子などについて，そ

の特徴について考えることができた。しかし，地理的

状況を考えながら，大蔵のまちのよさや特色について

気付いている児童は尐ない。 

○ 本単元では，総合的な学習の時間の入門期として，問

題解決の仕方を丁寧に学ばせる。そうすることで，今後

４年間に渡り通用できる，総合的な学習の時間におけ

る，問題解決力の素地を身に付けさせたい。 

 
 
 

 
○ 本単元は、大蔵の自慢（他にはないすばらしいとこ

ろ)について調べ，大蔵の人・もの・ことに主体的に関

わっていく活動を通して，大蔵のまちのよさに気付き，

大蔵のまちの一員として郷土への思いを深めることを

ねらいとしている。児童は，生活科の学習を通して，「大

蔵のまちはすごい」という思いを持っている。そこで，

児童が未だ知らない，大蔵のまちのことに触れること

で，「もっと知りたい。」と思える機会を設定する。 

○ 総合的な学習の時間の入門期として，国語科や社会

科の学習と関連させながら，学習問題を設定，探究・

追究活動，整理分析活動，まとめ・発信させる活動を

より確かなものにすることができる。 

○ 総合的な学習の時間における「探究のプロセス」を

丁寧に学ばせることで，今後４年間の，問題解決力の

素地を身に付けることができる。 

児童の実態（児童観） 教材の価値（教材観） 

 
○ 第一次では， 第２学年までの生活科や１学期の社会科の学習からイメージする「大蔵のまち」について考え，
地域の方からの話も参考にしながら，学習問題を設定する。 

○ 第二次では，課題解決のために見学やインタビューなどの情報の収集を行ったあとに，「大蔵にしかないもの（大
蔵のじまん）」という視点から各グループで整理・分析させ，話合う活動通してまとめる活動へとつなげていく。
その際，市民センターでの発表の場を設定し，学習の過程を称賛していただくことで，児童の活動の達成感へと
つなげる。 

○ 第三次では，各グループの発表から，「地域の方にとっての大蔵のじまんは何なのか。なぜそこまで大切に思っ
ているのか。」という，新たな課題を設定することで，児童と地域の方の考えを合わせて追求していくことで，よ
り一層の大蔵の自慢の価値付けを行っていく。 

○ 第二次・第三次の課題別グループでの調べ活動や第三次の話合いの場面では、各教科等での言語活動を生かし，
手段・場・方法を工夫した伝え合い，発信する場を単元の中に位置付ける。（各教科含めた思考ツールの活用） 

○ 次単元の「じまんいっぱい！大くらつたえ隊」では，見つけた（考えた）自慢を“ガイドブック”にまとめ，
地域内外の人に発信する活動を取り入れ，それらの活動をふり返ることで，地域を大切にしようとする気持ちを
一層高めていくようにする。 
○ 幅広い課題に対応するとともに、多様な考えや意見をもとに交流を図り、より深い探究活動ができるようにす
るために、学習形態は学年単位で行う。 

 

方策･方法（方法観） 

・ 大蔵のまちのよさや特色について関心をもち，進んで調べたい課題を見付け解決しようとする子ども。 

・ 課題解決のために見学やインタビューなどの中から適切な方法を選んで調べたり，必要な情報を整理・分

析したりすることができる子ども。 

・ 大蔵のまちの自慢として調べたことをもとに，そのよさや特色について理由を考え，発信できる子ども。 

・ 大蔵のまちの自慢調べを通して、地域の人々の思いに触れたり、関わりを深めたりして地域の一員として

の自覚をもとうとする子ども。 
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４．単元目標と評価規準 

 目  標 評 価 規 準 

問題解決への 
関心・意欲・態度 

○ 大蔵のまちのよさや特色について

関心をもち，進んで調べたい課題を

見付け解決しようとする。 

 

○ 大蔵のまちの自慢を，友達や地域

の人に進んで発信しようとする。 

ア 大蔵のまちのよさや特色について関心

をもち，進んで調べたい課題を見付け解決

しようとしている。 

(発言内容・ワークシート) 

イ 大蔵のまちの自慢を，友達や地域の人に

進んで発信しようとしている。 

(発言内容・ワークシート) 

学び方や 
問題解決の力 

○ 自分で決めた課題の解決に向けて，

追究の方法を考えたり，まとめ方や発

表の仕方を工夫したりして，課題解決

に主体的に取組むことができる。 

 

○ 課題解決のために，見学やインタビ

ューなどの中から適切な方法を選んで

調べたり，必要な情報を整理・分析し

たりすることができる。 

ア 自分で決めた課題の解決に向けて，追究

の方法を考えたり，まとめ方や発表の仕方

を工夫したりして，課題解決に主体的に取

組もうとしている。 

（行動観察・発言内容・ワークシート） 

イ 課題解決のために，見学やインタビュー

などの中から適切な方法を選んで調べた

り，必要な情報を整理・分析したりしよう

としている。 

(行動観察・ワークシート) 

考える力・表現力 

○ 大蔵のまちの自慢として調べたこと

をもとに，そのよさや特色について理

由を挙げ、発表できる。 

 

○ 相手や目的を意識して，発表の仕方

を工夫する。 

ア 大蔵のまちの自慢として調べたことを

もとに，そのよさや特色について理由を考

え発表しようとしている。 

(発言内容・ワークシート) 

イ 相手や目的を意識して，発表の仕方を工

夫しようとする。 

（発言内容・行動観察） 

自分への気付きと 
生き方 

○ 大蔵のまちの自慢調べを通して、地

域の人々とのかかわりを深め，地域の

一員としての自覚をもとうとする。 

 

○ 大蔵のまちに対しての思いを広げ，

学習の成果を自己評価する。 

ア 大蔵のまちの自慢調べを通して、地域の

人々とのかかわりを深め，地域の一員とし

ての自覚をもとうとしている。 

(行動観察・ワークシート) 

イ 大蔵のまちに対しての思いを広げ，学習

の成果を自己評価しようとする。 

(発言内容・ワークシート) 
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学習問題 

 

５．学習指導計画（総時数４０時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ オリエンテーションをする。                          ① 

２ 大蔵のまちの自慢について話し合う。               

(１)既習学習（生活科学習）や社会科のまちたんけんをもとに，「大蔵のまちのすごいところ」につい

て整理する。                                ① 

 (２)大蔵地区の抱えている課題や，大蔵以外の地域から見たまちのイメージを知る。     

   （大蔵のまちが抱えている問題が多くあることを知ることで，自分たちが思っているプラスのイ

メージとの違いを感じられるようにする。）                  ② 

(３)自分たちが考える大蔵のまちへの思いとまちの現状の違いから，大蔵のまちがすごいところであ

るための工夫（→「自慢」となる）について追究していくことを確認する。    ①           

 

２ 大蔵のまちの自慢を探るため学習問題を設定する。                ① 

    

 

 

 

 

                                                                        

              

          

第一次 大蔵のまちとわたしたち（６） 

 

 

 

１ 大蔵のまちのじまんを見つけるための課題設定をする。 

 (１)「大蔵のまちにあるすごいところ」に焦点があたるようにする。         ② 

   人・・・・見守り隊，青パト隊，市民センターの職員さん，高齢者… 

   もの・・・市民センター，お店（生活科から），大蔵小学校… 

   こと・・・お祭り（センター，神社，年長者の里など）クリーン作戦… 

   自然・・・大蔵川，ホタル，たくさんの植物… 

(２)学習計画を立てる。                             ① 

 

２ 調べ学習をする。 

 (１)調べ学習の方法を考える。                          ① 

 (２)インタビューや資料を用いて，調べ学習をする。                ⑧ 

 （【予想されるまちの自慢→予想されるインタビューの対象】） 

【大蔵川→「大蔵川を守る会」の方】       【市民センター→館長さん、ラジオ体操の方】 

 ・いつもどんな活動をしているのか？           ・どんな思いをもって仕事をしているのか？ 

 ・大蔵川クリーン作戦は、どうして始まったのか？     ・どうしてその仕事をしているのか？ 

 ・大蔵川クリーン作戦に対しての思いはどんなものなのか？【大蔵小学校→卒業生の方・校長先生・地域の方】 

【大蔵の自然→「大蔵川を守る会」の方】      ・どれぐらい前から小学校はあるのか？ 

 ・大蔵に対してどんな思いがあるのか？          ・当時の児童数は？ 

 ・大蔵川には，どんな生き物がいるのか？        【青パト隊・子ども見守り隊→隊員の方】 

【ボランティア・お年寄り→市民センターの方】   ・いつもどんな活動をしているのか？ 

 ・どんな思いをもって活動をしているのか？        ・見守っているときの工夫はあるのか？ 

 ・なぜ大蔵に住んでいるのか？ 

【溝上酒造→溝上酒造の方】           【お祭り→乳山神社の方】 

 ・そのお店を始めたのはどうしてか？           ・どんなお祭りがあるのか？ 

・どうして大蔵のまちにお店を出しているのか？      ・どうして行っているのか？ 

 ・今の仕事についての思いは？              

 ・うれしいことや楽しいことは？              

                              

                        

 

 

第二次 大蔵のまちのじまんについて考えよう。（１９） 

 

 

わたしたちの「大蔵のまちのじまん」を調べて，まとめよう。 学習問題 
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１ 自分たちが発表した「大蔵のまちのじまん」について，地域 の方の意見を聞く。     ③ 

（【予想されるまちの自慢→予想されるインタビュー対象】） 

【大蔵川→「大蔵川を守る会」の方】    【市民センター→館長さん，ラジオ体操の方】 

  ・これからも大切にしていきたい          ・地域の方々が元気でいることが一番 

  ・ホタルやオヤニラミがいるほどにきれい      ・お祭りで子どもたちが来てくれるとうれしい 

  ・大蔵川はまちの宝だ               ・みんなが利用できるセンターがよい 

  ・クリーン作戦を続けることで川がきれいに保たれる 

【大蔵の自然→「大蔵川を守る会」の方】  【青パト隊・子ども見守り隊→隊員の方】 

・坂や狭い道も多いがとても暮らしやすい      ・子どもたちが元気でいてほしい 

・ホタルが住むには最適の場所           ・１０年間もがんばってきた   

・きれいな川を中心に自然が多いまち        ・新しい人たちにもがんばってもらいたい  

【ボランティア・お年寄り→市民センターの方】  【大蔵小学校→卒業生の方,校長先生・地域の方】 

  ・地域の子ども達のために力になりたい       ・１００年以上も続く、歴史ある学校 

 ・温かい心の人が多いまち             ・遊び方や学校での様子 

                   

【溝上酒造→溝上酒造の方】         【お祭り→乳山神社の方】 

  ・お客さんとお話できるのが楽しい         ・みんなが楽しく過ごせるから 

・みんなが喜んでくれる              ・祭りで地域の人々の絆が深まる 

  ・水のきれいな大蔵のまちだから続けられる   

 

２ 地域の方の考える「大蔵のまちのじまん」をまとめる。               ③ 

第三次 大蔵のまちに住む人たちは、どんな考えをもっているか調べよう。（６） 

 

 

３ 調べた内容を整理する。                          ②                  

４ 発表するための準備をする。                      【本時１／３】③ 

５ 市民センターで発表し、活動の振り返りをする。               ② 

 

 

 

１「大蔵のまちのじまん」についてまとめ，学習の振り返りをする。      

（１）自分たちが考える「大蔵のまちのじまん」と比較する。             ② 

（２）自分たちの考えと地域の考えのどちらも大切であることに気付く。        ① 

（３）発表の準備をする。                             ③ 

（４）地域の方々の考えや思いも取り入れた「新・大蔵まちじまん」を地域に発信する。 ② 

（５）学習の振り返りをする。                           ① 

第四次 調べた「大蔵のまちのじまん」をまとめよう（９） 
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６．他教科等との関連 

 

 

 

  

関連場面 教科等 単  元 学習活動 

第一次 

第 1～8時 
社会 

学校のまわりの

たんけん 

ア まちの絵地図を見ながら，自分たちの住むまちの様子

や特色について考える。 

第一次  

第 1～8時 

 

国語 

 

よい聞き手にな

ろう 

 

ア 話の中心に気を付けて聞き，質問したり感想を述べた

りする。 

第二次 

第 11～16時 

第三次 

第 1～8時 

国語 

 

 

つたえよう、楽し

い学校生活 

イ 互いの考えの共通点や相違点を整理し，司会や提案な

どの役割を果たしながら話し合うことや筋道を立てて

発表する。 

 

ウ 丁寧な言葉を用いるなど適切な言葉づかいでインタ

ビューをする。 

 

第二次 

第 11～16時 
理科 

こん虫をそだて

よう 

ア 昆虫の成長のきまりや体のつくりについての見方や

考え方をもつ。  

 

第二次 

第 11～16時 
理科 

動物のすみかを

しらべよう 

イ 観察カードをもとに、生き物の様子とすみかの視点 

で特徴を比べ、友達と意見交換をし，動物と環境について

考えることができる。 

第二次  

第 11～16時 
国語 気になる記号 

エ 必要なことを調べて，段落を意識して報告する文章を

書く。 

第二次  

第 11～16時 
社会 

店で働く人と仕

事 

イ 地域の販売の仕事が自分たちの生活を支えているこ

とや，販売に携わっている人々の工夫を考える。 
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７．本時の学習     平成２９年１０月２０日（金曜日） ５校時  尐人数１教室 

（１）主眼 

  発表会に向けてこれまでの学習を振り返り，「『大くらのまちのじまん』を伝える」という目標で，

調べたことを整理・分析する活動を通して、地域の方々に大蔵のまちの自慢が効果的に伝わる発表方

法を考えることができるようにする。 

（２）準備 

ワークシート，カード（付箋），ポートフォリオ 

（３）展開 

主な学習活動 支援･指導上の留意点（評価規準・評価方法） 他教科等との関連 

１．前時の振り返りを行い、本時

のめあてを確認する。 

 

 

 

 

２．「大蔵のまちの自慢」について，

発表する方法を決定する。 

 

 

（１）発表する方法を考えるため

の視点を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各グループで発表方法を検

討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 発表方法の内容やよさが視覚的

に伝わるよう掲示しておく。 

 

○ 本時学習のめあてを確認するために，これ

までの学びの足あとで振り返ることで，本時

学習の見通しをもたせ，めあてへとつなげる

ようにする。 

 

 

○ 前時で使ったピラミッドチャートをポート

フォリオで振り返ることで、まとめた選りす

ぐりのじまんを発表することができるように

する。 

○ 何を基準に発表する内容を決めるのか、考

えるための視点をもたせるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○ 発表方法を考えるための視点を基にまず個

で考えたことを付箋に書かせ、個々の考えが

明確になるように、ボードに付箋を貼ってい

く。その後グループで話し合わせる。自分の

考えを述べるときには，必ずその理由を明確

にして発言するよう指導する。 

○ 発表方法の例を全体で確認する場を設け、

視点を基に効果的に伝わる発表方法をグルー

プで話し合う。 

○ 考えを出し合う段階においては，発表方法

のメリットとデメリットの書かれたサンプル

を利用して話合いをすることで、個人の考え

からグループの考えへと、視点を基に効果的

に伝わる発表方法をまとめることができるよ

うにする。 

○ グループの中での役割分担を明確にし，話

し合いがスムーズに行われるようにする。 

○ 積極的に発言している児童の発言内容のよ

さを認め、称賛するようにする。 

○ 意見が出せない児童には、これまでの学習

で心に残ったことを考えさせ、資料を提示す

るよう声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表方法の例】 

紙芝居 

ポスター 

報告文 

パンフレット 

新聞 

ペープサート 

劇 

写真 

めあて   地域の人に「大くらのまちのじまん」を伝える方法を考えよう。 

（発表方法を考えるための視点） 

○どんな内容を伝える方法か 

○自分たちの思いや願いを伝える方法か 

○相手が知りたいことが伝わる方法か 

○いつ・どこで・誰に発表するのか 

○どのくらいの発表時間なのか 

国語９月「つたえ

よう、楽しい学校

生活」 

〔身に付けたい知識や技〕 

・互いの考えを整

理し、司会や提案

などの役割を果た

しながら話し合う

ことや筋道を立て

て発表する。 

・適切な言葉遣い

で話し合う。 
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３．グループで話し合ったことを

もとに，全体で交流をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時の学習を振り返り，次時

の活動の見通しをもつ。 

 

○ 視点を再確認し、発表する際には，決定し

た発表方法とその理由も含めて発表するよう

にする。 

○ 各グループの発表内容を明確にして発表方

法を板書をすることで、発表を聞くグループ

は，感想や意見を伝え交流できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 次時の学習では、各グループの発表する方

法をもとに、発表するための準備をすることを

伝える。 

 

評価 

【学び方や問題解決の力】 

課題解決のために，見学やインタビューな

どの中から適切な方法を選んで調べたり，

必要な情報を整理・分析したりすることが

できる。 

（発言内容、ワークシート、行動観察） 

 

国語５月「よい聞

き手になろう」 

〔身に付けたい知識や技〕 

・話の中心に気を

付けて聞き、質問

したり、感想を述

べたりする。 


